
「苗木forいわき」プロジェクトで、皆様からご支援いただき購入した苗木や、クロマツパートナーの
皆様に育てていただいている苗木を植える予定地の整備を進めています。 
 
現在整備を進めているのは、新舞子海岸近くの２ヶ所のスペースです。一つは、50m×50m、 
約0.5haの広さの場所です。舞子浜病院の林で、震災直後は駐車場にあった車がたくさん流れ、ク
ロマツによって止められた場所です。こちらには次の秋から約2,500本のクロマツを植林予定です。 
 
もう一か所は、四倉よりの、モンペリというお店の前の林です。こちらは震災以前から地元の小学
生などがクロマツの植林活動を行ってきた場所です。枯れた木を片づけて、クロマツを植える場所
を整備しています。平成25年３月30日に開催する第１回目の植林活動は、こちらで行います。 
 
植林する場所の整備にはたくさんの人手が必要で、作業をした３日間で50人を超えるボランティア
の方にお手伝いをいただきました。 
 
枯れた木の伐採など難しい作業は、パートナーのNPO法人いわきの森に親しむ会の方々が進めて
くださっています。その倒した木を、端に運びチッパーにかける作業を行っています。また、枝や草
の除去も行い、植えるスペースの整地作業も行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

今後も整地作業、そして植林後の草刈りなどの保育作業などボランティアの皆さんの力を必要とし
ます。活動スケジュールはホームページに随時アップしていきますので、ぜひご参加ください。 

「苗木 for いわき」プロジェクト・ニュースレター 
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～ 皆さまと進めるいわき市の海岸林づくり ～ 

植林予定地の整備を進めています！ 

「苗木 for いわき」プロジェクトへご協力いただきまして、ありがとうございます。 
ともに活動を進める皆さまと、情報共有や進捗状況を共有していきたい、すてきな協力者の皆様を
ご紹介させていただきたい、との想いから、クロマツ通信を隔月で発行しております。 

この事業は平成24年度 赤い羽根共同募金 災害ボランティア・NPO活動 サポート募金の助成を受け、実施しています。 

＊木をチップにしている様子 ＊人海戦術でどんどん運びます ＊マツを植える場所を決めます 
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株式会社エコ配さまの協力はじまります！ 

自転車を用いたほぼ人力による、CO2排出量ゼロを目指した エコな宅配事業を営まれている株式会社
エコ配様  http://www.ecohai.co.jp/  が、「苗木 for いわき」プロジェクトへの 寄付付宅配セットの商品
を開発してくださいました。  
 
その名も「復興クロマツ」という商品で、  このセットをご購入いただくと、 
 クロマツの苗木３本分の購入＋植林後３年間の保育経費 がプロジェクトに寄付されます。  
（クロマツ３本が海岸に植林されます）  
  
エコ配様との協力により、 「苗木 for いわき」プロジェクトによる  
植林を加速することができます。  
また、東京の企業の方など、当団体だけでは つながりを持つことが 
できなかった方々とのつながりをつくることができます。  
 
 
環境企業による、環境貢献の新たな取り組み、  大変ありがたい 
協力です。  宅配サービスを利用される企業の皆様、  
「復興クロマツ」をご利用いただき、 苗木forいわきプロジェクトへの 
ご支援 よろしくお願いいたします。 
 
「復興クロマツ」の販売は４月１日からです。  
 お問い合わせは、 株式会社エコ配   広報担当：社長室 竹内阿喜 様  
TEL：03-3568-2962    E-mail：info@ecohai.co.jp    
までお願いいたします。 
 
 
 平商業高校でクロマツを育てていただけることになりました！ 

２月22日、いわき市内にある、福島県立平商業高校の流通ビジネス科２年生40人とNPOに関する授業
と、苗木を植える作業を行いました。 

平商業高校は震災以降、フラムーネなどの復興商品を開発、販売し、利益を復興支援金として寄付す
るという取り組みをされてきました。活動を通じて高野先生と出会い、今回の授業の機会をいただきまし
た。 
 
まず、NPOとは何かということについて学び、環境保全活動の一環として間伐材の活用について学びま
した。間伐材を製材したものを活用し、リュールシロフォンという楽器をみんなでつくりました。 
 
最後に、「苗木 for いわき」プロジェクトで、 校庭にクロマツ40本を植えました。  
一人ひとり、大切に植えてくださいました。 時間があっという間にすぎ、駆け足になってしまいましたが、  
生徒のみなさんは熱心に明るく参加してくれました。  
また苗木の様子を見に行きながら、生徒のみなさんと 交流もしていけたらいいなと思います。  
  
 
 
 
 



来年度から、個人クロマツパートナーさんの募集が始まります 

募金箱設置にご協力いただいている皆様   ※敬称略 

エコ・ハウスたかねざわ      （高根沢町） 
２ tree café              （宇都宮市） 
ヘイコーパック             （芳賀町） 
益子の茶屋 2号店          （益子町） 
益子の茶屋 1号店         （益子町） 
益子の茶屋 3号店         （益子町） 
Moga                   （宇都宮 ） 
コミ助(カフェ）             （宇都宮市） 
ん・たろうの店 2店舗        （宇都宮市） 
たいらや 栃木県内24店舗    （県内各地） 
岡精肉店               （宇都宮市） 
竜鳳４店舗              （県内各地） 

このような手作りの募金箱
を設置いただいています。 
 
設置のご協力を頂ける方、

ぜひご連絡をください。 

「苗木 for いわき」プロジェクトを開始して以降、個人や家族の方からも「クロマツパートナー」として協力
したいとの声をたくさんいただきました。 
 

苗木の運搬と回収を考えると事務局の体制としては困難だと判断し、原則として学校、職場などの団
体の方へ育てていただくことをお願いしておりました。しかし、より多くの人たちと活動を行いたいとの思
いから、来年度から事務局の体制も強化し、「クロマツ個人パートナー」の募集を開始することといたし
ました。円滑に運営できるようにいくつかの要件をつけさせていただきました。 
 
クロマツ個人パートナー要件 
①リーダー一人と、メンバー２人以上でチームを作っていただく。 
  メンバーは、お友達でもご家族でもＯＫです。３人以上のチームをつくってください。 
 
②チームの名称をつけていただく。 
  クロマツにちなんだ名前でも、サークルの名前でも、自由にチーム名をつけてください。 
 
③苗木を10本以上育てていただく。 
  クロマツ個人パートナーの皆様には、10本以上の苗木を育てていただきたいと考えています。 
  10本以上植えることができる畑やプランターをご用意ください。 
  プランターや土はパートナーさんに用意していただいています。 
 
クロマツ個人パートナーの皆様へのご案内も作成しております。 
苗木を育てて協力したい！という方、お気軽に事務局までお問い合わせください。 

職場、学校で育てていただけるクロ
マツパートナーさんも引き続き募集し
ております。 
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ご寄付の経過報告 

★  目標額       ３，０００，０００円 （苗木の購入＋３年間の下草刈り等の管理） 
 

★  現在の寄付額      ８５５，４３２円  （２０１３年３月２７日現在） 

記号 １０７３０        
番号 １９４１０２７１    
名義 特非）トチギ環境未来基地 
    トクヒ）トチギカンキョウミライキチ 

   クロマツニュース No５ 号 
 
 発行：「苗木 for いわき」プロジェクト 事務局  
      NPO法人トチギ環境未来基地 
 
 住所：〒321-4104  栃木県芳賀郡益子町大沢2584-1 
   電話：0285-81-5373  FAX：0285-81-5373 
  E-mail   tochigi@conservation-corps.jp 
  HP          http://conservation-corps.jp/tochigi/ 
   苗木 for いわき プロジェクトHP  http://naegi.jimdo.com/ 

たくさんの方々に寄付のご協力をいただいています。貴重なお金を大切に、しっかりと 
活動を進めていきます。引き続きご協力よろしくお願いします。 

 

ゆうちょ銀行 
〇七八（ゼロナナハチ）支店 
 普通口座  
口座番号 １９４１０２７ 
名義 特非）トチギ環境未来基地 
    トクヒ）トチギカンキョウミライキチ 

 
 

  

お  振  込  先 ゆうちょ銀行から その他の銀行から 

被害を受けたクロマツを活用したプランターづくりの会、終了しました。 

平成24年２月より月に１回のペースで実施してきました、いわき市内の仮設住宅等でのプランター
づくりの会が先日３月24日の会で最終回を迎えました。 
 
全13回開催し、300人を超える方にご参加いただき、プランターをつくりながらの交流を行いました。
「楽しかった」、「気分転換になった」、「他の人といろいろ話せる機会でよかった」という声を多数 
いただきました。 
 
プランターキットの作成には、多くのボランティアの方々にご協力をいただきました。 
感謝でいっぱいです。 
 
津波の被害を受けたクロマツも、新たな役割を得て喜んでいるのではないかと 
思います。 
 
報告書が間もなく完成します。ご希望の方は、下記事務局までご請求ください。 
 
 
 


